
                

ＪＡ中野市営農センター 

 

定植前 

または 

定植時 

定植時 
アクタラ粒剤５ 

（IRAC：4A） 

植穴処理 

１株当り２ｇ 
１回 ミカンキイロアザミウマ類 

 着果促進対策（成りぐせ）：トマトトーンを５０倍に希釈し、開花している花へ散布する。（１花房に１回） 

     

散
布
日 

散布 

時期 
散布薬剤(水 100ℓ当り) 

収穫 

前日数 

10a 当り 

散布量 

使用 

回数 

IRAC 

ｺｰﾄﾞ 

FRAC 

ｺｰﾄﾞ 
対象病害虫 注   意   事   項 

特

別

散

布 

５月 

下旬 

 
展着剤(ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ) 
ウララ DF 

 

１０㎖ 

５０g  

 

 

前日まで 

150ℓ 

 

 

3 回以内 

 

 

29 

 
アブラムシ類、コナジラミ類 

ミカンキイロアザミウマ 
害虫の発生が見られたら散布 

 

 

月

  

日 

６月 

上旬 

① 
展着剤（ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ） 
ダントツ水溶剤 
ダコニール 1000 

 

１０㎖ 

５０ｇ  

１００㎖  

 

 

前日まで 

前日まで 

 

 

３回以内 

４回以内 

 

 

4A 

 

 

 

 

M5 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、 

ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類、ｶﾒﾑｼ類、 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類、ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

灰色かび病、黒枯病 

すすかび病、うどんこ病 

 

 

月

  

日 

６月 

中下旬 

② 
展着剤（ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ） 
ディアナＳＣ 
ゲッター水和剤 

 

１０㎖ 

４０㎖  

１００ｇ  

 

 

前日まで 

前日まで 

 

 

２回以内 

５回以内 

 

 

5 

 

 

 

 

10+1 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ｱｻﾞﾐｳﾏ類、 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

灰色かび病、黒枯病、菌核病 

②コナジラミ対策で粘着シート（黄

色）を設置する場合は、１ａあた

り３０枚を目安とする。 

 

月

  

日 

７月 

上旬 

③ 
展着剤（ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ） 
アディオン乳剤 
プロポーズ顆粒水和剤 

 

１０㎖ 

５０㎖ 

１００g  

 

 

前日まで 

前日まで 

200ℓ 

 

 

３回以内 

４回以内 

 

 

3A 

 

 

 

 

40+M5 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ、 

ｶﾒﾑｼ類、ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 

褐色腐敗病、すすかび病 

②ハダニの発生が多い場合は、

「コロマイト乳剤」(1,500 倍、前

日、2 回まで)を加用。 

 

月

  

日 

７月 

中旬 

④ 
展着剤（ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ） 
コテツフロアブル 
シグナムWDG 

 

１０㎖ 

５０㎖ 

６６ｇ  

 

 

前日まで 

前日まで 

 

 

４回以内 

３回以内 

 

13 

 

 

 

11+7 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾊﾀﾞﾆ類、 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類、 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、ﾖﾄｳﾑｼ、 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ 

うどんこ病、灰色かび病、 

菌核病、褐色斑点病 

すすかび病 

①７月中旬～８月下旬まではオオ

タバコガの発生が特に多い時期に

なります。散布間隔に注意するとと

もに、死角がないように散布する。 

月

  

日 

７月 

下旬 

⑤ 
展着剤（ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ） 
ベルクート水和剤 
プレバソンフロアブル５ 
カネマイトフロアブル 

 

10 ㎖ 

３３ｇ  

５０㎖ 

１００㎖ 

 

 

前日まで 

前日まで 

前日まで 

300ℓ 

 

 

３回以内 

２回以内 

１回 

 

 

 

28 

20B 

 

 

Ｍ7 

 

 

灰色かび病、すすかび病、 

うどんこ病 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類、褐紋病 

ﾊﾀﾞﾆ類、ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ 

①展着剤（ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ 10,000 倍）を

加えてもよい。 

 

月

  

日 

８月 

上中旬 

⑥ 
展着剤（ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ） 
ダントツ水溶剤 
コロマイト乳剤 
ドーシャスフロアブル 

 

１０㎖ 

 ５０ｇ  

 ６６㎖ 

１００㎖ 

 

 

前日まで 

前日まで 

前日まで 

 

 

３回以内 

２回以内 

４回以内 

 

 

4A 

6 

 

 

 

 

 

21+M5 

ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類、ｶﾒﾑｼ類、 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類、 

ﾊﾀﾞﾆ類、ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ 

褐色腐敗病、黒枯病、 

①オオタバコガの発生が見られる

場合、「プレオフロアブル」（1,000

倍、前日、4 回）を加用。 

 

月

 

日 

８月 

中下旬 

⑦ 
展着剤（ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ） 
ベルクート水和剤 
ディアナＳＣ 

 

１０㎖ 

３３ｇ 

４０㎖ 

 

 

前日まで 

前日まで 

 

 

３回以内 

２回以内 

 

 

 

5 

 

 

M7 

 

灰色かび病、すすかび病 

うどんこ病 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ､ｱｻﾞﾐｳﾏ類、 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類、 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、 

①今回の散布で「ティアナＳＣ」の

使用回数の上限に達する。 

 

月

  

日 

９月 

上旬 

⑧ 
展着剤（ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ） 
プレバソンフロアブル５ 
トップジン M水和剤 

 

１０㎖ 

５０㎖ 

６６ｇ  

 

 

前日まで 

前日まで 

 

 

２回以内 

５回以内 

 

 

28 

 

 

 

 

1 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

灰色かび病、菌核病 

黒枯病 

①アブラムシ類の発生が見られる

場合、「コルト顆粒水和剤」

（4,000 倍、前日、3 回）を加用

する。 

 

月

  

日 

９月 

中旬 

⑨ 
展着剤（ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ） 
コテツフロアブル 
モレスタン水和剤 

 

１０㎖ 

５０㎖ 

５０ｇ  

 

 

前日まで 

前日まで 

 

 

４回以内 

３回以内 

 

 

13 

UN 

 

 

 

M10 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾊﾀﾞﾆ類、 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ、 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、ﾖﾄｳﾑｼ 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類、うどんこ病 

①台風などで風雨による病害の感

染が心配される場合は「ゲッ

ター水和剤」（1,000 倍、  前

日、5 回）を加用。 

 

月

 

日 

１０月 

上旬 

⑩ 
展着剤（ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ） 
ダコニール１０００ 

 

１０㎖ 

１００㎖ 

 

 

前日まで 

 

 

４回以内 

 

 

 

 

 

M5 

灰色かび病、黒枯病、 

すすかび病、うどんこ病 

①気温が高くオオタバコガなどの

虫害が心配される場合は、「プレオ

フロアブル」（1,000 倍、前日、4 回）

を加用。 

 

 

安全･安心な農産物生産のために 防除･使用基準を厳守しましょう  

２０２５年度 

当防除暦の複製・コピーを禁止します 

混用順序 ： 展着剤 → 液剤 → 乳剤 → 顆粒水溶剤 → 水溶剤 → フロアブル → ドライフロアブル(DF) → 顆粒水和剤(WDG) → 水和剤  

 


